
飛騨市公共交通「おでかけひだし」タウンミーティング 

飛騨市を元気にする 

 『おでかけ手段』を共に考えよう!! 

日 時 ： 令和５年２月５日（日）  

          １３：３０～１６：００ 

 基 調 講 演 

「だれでも気兼ねなくおでかけできる地域をみんなで実現しよう」 

講師  加藤 博和 氏  
（岐阜県多治見市出身 52歳） 

 ・名古屋大学大学院環境学研究科附属 

  持続的共発展教育研究センター教授 

 ・飛騨市公共交通会議委員/公共交通アドバイザー 

 ・国土交通省交通政策審議会委員 

成果報告発表 

名古屋大学大学院環境学研究科と飛騨市との連携協定に
基づく飛騨市地域公共交通研究事業の成果報告 

発表者 松原 光也 氏  

パネルディスカッション 

コーディネーター 加藤 博和 氏  

パネリスト    水野 敏秀 氏 （濃飛乗合自動車㈱代表取締役社長/飛騨市公共交通会議委員） 
         野戸 修  氏 （㈱古川タクシー代表取締役/飛騨市公共交通会議委員） 

                              渡邉 隆  氏 （㈲渡辺酒造店専務取締役/飛騨市観光協会会長） 

                                                 岡本   文  氏 （飛騨市への移住者/元地域おこし協力隊） 
                              森田 紀夫 氏 （飛騨市シニアクラブ連合会会長/飛騨市公共交通会議委員） 

                              都竹 淳也    （飛騨市長/飛騨市公共交通会議会長） 

主 催： 飛騨市公共交通会議、飛騨市 

共 催： 名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育研究センター 

後 援： 国土交通省 中部運輸局 岐阜運輸支局、岐阜県、（公社）岐阜県バス協会、岐阜県タクシー協会 

SDGs 目標11.2 

2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子ど

も、障害者、および高齢者のニーズに特に配慮し、公共

交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、

すべての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持

続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。 

入場無料 

申込不要 

名古屋大学大学院環境学研究科附属 

持続的共発展教育研究センター 研究員 

場 所 ： 古川町公民館（総合会館） 

        飛騨市古川町若宮二丁目1-66 
          飛騨古川駅（JR）・古川駅前（バス） 下車徒歩4分 

当タウンミーティングに関するお問い合わせは 飛騨市公共交通会議事務局(飛騨市総務課内） 0577-73-7461 


